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ア
メ
リ
カ
／
Ａ
Ｆ
Ｌ
‐
Ｃ
Ｉ

Ｏ
分
裂
の
そ
の
後 

  

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
‐
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
が
Ａ
Ｆ

Ｌ
‐
Ｃ
Ｉ
Ｏ
か
ら
正
式
脱
退 

　
Ａ
Ｆ
Ｌ
‐
Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
ア
メ
リ
カ
労

働
総
同
盟
・
産
別
会
議
）
か
ら
の
脱

退
を
巡
り
、
そ
の
去
就
が
注
目
さ
れ

て
い
た
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
‐
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
（
縫

製
・
繊
維
労
組
―
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト

ラ
ン
従
業
員
組
合
、
組
合
員
数
四
五

万
人
）
は
九
月
一
三
日
、
拡
大
執
行

委
員
会
を
開
き
Ａ
Ｆ
Ｌ
‐
Ｃ
Ｉ
Ｏ
か

ら
の
脱
退
を
全
会
一
致
で
決
定
し
、

翌
一
四
日
、
正
式
に
脱
退
を
表
明
し

た
。
こ
の
結
果
Ａ
Ｆ
Ｌ
‐
Ｃ
Ｉ
Ｏ
か

ら
脱
退
し
た
組
合
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
（
国

際
サ
ー
ビ
ス
従
業
員
労
働
組
合
）
、

チ
ー
ム
ス
タ
ー
ズ
、
Ｕ
Ｆ
Ｃ
Ｗ
（
国

際
食
品
・
商
業
労
働
組
合
）
と
合
わ

せ
、
計
四
組
合
と
な
っ
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｔ
Ｅ
‐
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
等

が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た
Ｃ
Ｗ
Ｃ

（
勝
利
の
た
め
の
変
革
連
合
、

C
hange to W

in C
oalition

）
へ
の

参
加
を
表
明
し
て
い
る
。 

 

今
後
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
‐
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ

は
Ｃ
Ｗ
Ｃ
と
と
も
に
移
民
労
働
者
に

重
点
を
置
い
た
組
織
化
を
更
に
強
化

し
、
予
算
の
五
〇
％
以
上
を
組
織
化

に
投
じ
る
と
し
て
い
る
。
対
す
る
Ａ

Ｆ
Ｌ
‐
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
‐
Ｈ

Ｅ
Ｒ
Ｅ
の
脱
退
に
つ
い
て
、
「
労
働

組
合
の
結
束
が
最
も
必
要
な
時
に
脱

退
す
る
の
は
大
き
な
誤
り
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。 

 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
‐
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
の
今
回

の
選
択
の
背
景
に
は
、
八
月
末
に
米

国
南
部
を
直
撃
し
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
に
よ
る
影
響
も
あ
る
と

さ
れ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
‐
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ

の
関
係
者
は
、
「
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ

ト
リ
ー
ナ
の
最
も
深
刻
な
被
害
者
は

低
賃
金
労
働
者
で
あ
り
、
無
力
な
彼

ら
の
組
織
化
が
、
今
最
も
必
要
な
事

と
再
認
識
し
た
」
と
述
べ
た
。 

  

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
と
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
が
不

可
侵
協
定
で
合
意 

　
Ａ
Ｆ
Ｌ
‐
Ｃ
Ｉ
Ｏ
内
最
大
の
組
合

で
あ
る
ア
メ
リ
カ
州
郡
自
治
体
従
業

員
組
合
連
合
（
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
、
組

合
員
数
一
四
〇
万
人
）
と
Ａ
Ｆ
Ｌ
‐

Ｃ
Ｉ
Ｏ
脱
退
派
の
中
の
最
大
組
合
で

あ
る
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
（
組
合
員
数
一
八
〇

万
人
）
は
、
九
月
一
九
日
、
相
互
の

組
織
化
活
動
を
妨
げ
な
い
と
す
る
二

年
間
の
相
互
不
可
侵
協
定
に
合
意
し

た
。
公
務
員
を
主
な
構
成
員
と
す
る

Ａ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
と
、
医
療
従
事
者
、

清
掃
労
働
者
、
警
備
員
な
ど
を
組
合

員
に
持
つ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
は
、
ど
ち
ら
も

非
常
に
積
極
的
に
新
規
組
合
員
の
獲

得
に
取
り
組
む
組
合
と
し
て
知
ら
れ

る
。
　 

　
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
は
過
去
数
カ
月
、
Ａ
Ｆ

Ｓ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
に
代
表
さ
れ
る
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
の
医
療
従
事
者
の
引
き
抜

き
を
画
策
し
、
両
組
合
間
で
深
刻
な

争
い
が
生
じ
て
い
た
。
今
回
Ｓ
Ｅ
Ｉ

Ｕ
と
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
は
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
自
宅
介
護
労
働
者
組
合
Ａ
Ｆ

Ｓ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
／
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
を
新
た
に
設

立
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
二
万

五
〇
〇
〇
人
の
自
宅
介
護
労
働
者
を

共
同
で
代
表
す
る
こ
と
で
合
意
し
た

（
注
）。
ま
た
、
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
と
Ｓ

Ｅ
Ｉ
Ｕ
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
と
ペ

ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
に
お
け
る
自
宅

保
育
労
働
者
の
組
織
化
に
も
共
同
で

取
り
組
む
こ
と
を
決
定
し
た
。
　 

 

Ａ
Ｆ
Ｌ
‐
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
分
裂
に
際
し

て
は
、
組
織
化
へ
の
取
り
組
み
が
大

き
な
争
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
脱
退

派
、
残
留
派
と
も
に
組
織
化
に
力
を

注
い
で
お
り
、
分
裂
後
、
組
合
員
の

奪
い
合
い
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か

と
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
た
が
、
今

回
の
合
意
は
、
分
裂
に
よ
り
生
じ
た

亀
裂
を
修
復
す
る
動
き
と
も
取
れ
る
。 

【
参
考
】
委
託
調
査
員
レ
ポ
ー
ト
、

九
月
一
四
日
付
、
九
月
二
〇
日
付
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
、
九
月
二
〇

日
付
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ー

ナ
ル 

（
注
）
労
働
組
合
の
結
成
に
つ
い
て

規
定
す
る
全
国
労
使
関
係
法
（
Ｎ
Ｌ

Ｒ
Ａ
）
は
、
排
他
的
交
渉
単
位
制
度

を
採
用
し
て
お
り
、
そ
の
交
渉
単
位

に
属
す
る
労
働
者
の
選
択
に
よ
り
選

ば
れ
た
一
つ
の
労
働
組
合
が
そ
の
交

渉
単
位
の
労
働
者
を
代
表
し
て
使
用

者
と
交
渉
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
。
複
数
の
労
働
組
合
が
、
代
表
す

る
こ
と
は
な
い
。 

（
国
際
研
究
部
　
吉
原
夕
紀
子
） 

  

ド
イ
ツ
／
連
邦
議
会
選
挙
の

結
果 

　
九
月
一
八
日
に
実
施
さ
れ
た
ド
イ

ツ
連
邦
議
会
選
挙
は
、
事
前
に
四
割

程
度
の
得
票
が
見
込
ま
れ
て
い
た
Ｃ

Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
（
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・

社
会
同
盟
）
が
、
前
回
（
二
〇
〇
二

年
）
を
も
三
・
三
％
下
回
る
三
五
・

二
％
の
得
票
率
に
と
ど
ま
る
予
想
外

の
結
果
に
終
わ
っ
た
。
比
較
第
一
党

に
は
な
っ
た
も
の
の
、
か
ね
て
か
ら

退
潮
傾
向
が
鮮
明
だ
っ
た
与
党
Ｓ
Ｐ

Ｄ
（
社
会
民
主
党
、
得
票
率
三
四
・

三
％
）
を
わ
ず
か
三
議
席
上
回
っ
た

に
過
ぎ
な
い
。
選
挙
後
各
陣
営
は
新

政
権
づ
く
り
の
た
め
連
立
交
渉
に
入

っ
た
が
、
明
確
な
「
勝
者
」
が
な
い

ま
ま
協
議
は
難
航
し
て
い
る
。 

 

一
九
九
八
年
か
ら
七
年
間
続
い
て

き
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
緑
の
党
の
連
立
政
権

に
対
し
、
野
党
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と

Ｆ
Ｄ
Ｐ
（
自
由
民
主
党
）
は
両
者
で

過
半
数
獲
得
を
目
指
し
た
が
、
目
標

を
大
き
く
下
回
っ
た
。
労
働
に
関
す

る
諸
規
制
の
緩
和
を
主
張
し
て
い
た

Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
が
伸
び
悩
ん
だ
こ

と
に
対
し
て
、
労
働
側
は
「
有
権
者

は
明
ら
か
に
、
有
権
者
の
利
益
に
反

す
る
い
か
な
る
政
策
も
望
ま
な
い
こ

と
を
示
し
た
」
（
ゾ
マ
ー
Ｄ
Ｇ
Ｂ
＝

ド
イ
ツ
労
働
総
同
盟
会
長
）
な
ど
と
、

選
挙
結
果
に
一
定
の
評
価
を
示
し
て

い
る
。 

　
選
挙
結
果
お
よ
び
議
席
配
分
は
、

候
補
者
の
死
去
に
よ
り
選
挙
実
施
が

一
〇
月
二
日
に
繰
り
延
べ
に
な
っ
た

ド
レ
ス
デ
ン
Ⅰ
地
区
の
結
果
に
よ
り

確
定
す
る
が
、
大
勢
に
は
大
き
く
影

響
し
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る（
注
）。

九
月
一
八
日
選
挙
の
結
果
は
、
得
票

率
順
に
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
三
五
・

二
％（
二
二
五
議
席
）、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
三
四
・

三
％（
二
二
二
議
席
）、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
九
・

八
％（
六
一
議
席
）、
左
派
連
合
八
・

七
％（
五
四
議
席
）、
緑
の
党
八
・
一

％（
五
一
議
席
）。
〇
二
年
の
前
回
総

選
挙
と
比
べ
る
と
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ

Ｕ
が
マ
イ
ナ
ス
三
・
三
％
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ

マ
イ
ナ
ス
四
・
二
％
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
プ
ラ

ス
二
・
四
％
、
緑
の
党
マ
イ
ナ
ス
〇
・

五
％
で
、
東
独
地
域
中
心
の
Ｐ
Ｄ
Ｓ

（
民
主
社
会
党
）と
旧
Ｓ
Ｐ
Ｄ
左
派
勢

力
で
構
成
す
る
左
派
連
合
は
、
〇
二

年
当
時
の
Ｐ
Ｄ
Ｓ
が
獲
得
し
た
四
％

の
得
票
に
四
・
七
％
を
上
乗
せ
し
た
。 

  

Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
低
迷
の
原
因 

 

労
働
市
場
改
革
の
実
施
に
も
か
か

わ
ら
ず
改
善
し
な
い
雇
用
情
勢
な
ど

を
背
景
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
も
と
も
と
大

幅
な
退
潮
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
に
対
し
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
は
当

初
政
策
パ
ー
ト
ナ
ー
の
Ｆ
Ｄ
Ｐ
を
加

え
て
過
半
数
を
制
す
る
勢
い
を
示
し

て
い
た
が
、
そ
の
後
や
や
勢
い
が
弱

ま
り
過
半
数
獲
得
は
「
微
妙
」
と
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も

選
挙
直
前
の
Ａ
Ｒ
Ｄ
（
第
１
公
共
放

送
）
、
Ｚ
Ｄ
Ｆ
（
ド
イ
ツ
第
２
テ
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レ
ビ
）
、
調
査
会
社Forsa

な
ど
の

世
論
調
査
で
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ

に
四
一
〜
四
二
％
の
得
票
率
が
予
想

さ
れ
て
い
た
が
、
結
果
は
そ
れ
を
大

き
く
下
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

原
因
と
し
て
は
、
首
相
候
補
の
メ
ル

ケ
ル
Ｃ
Ｄ
Ｕ
党
首
が
個
人
と
し
て
は

シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
首
相
に
対
す
る
支
持

を
下
回
っ
て
い
た
（
各
種
世
論
調
査

で
「
首
相
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
」
と

し
て
は
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
首
相
が
リ
ー

ド
し
て
お
り
、
選
挙
前
の
テ
レ
ビ
討

論
で
も
同
氏
の
評
価
が
高
か
っ
た
）

ほ
か
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
が
財
務
相

候
補
と
し
た
キ
ル
ヒ
ホ
ー
フ
元
連
邦

憲
法
裁
判
所
判
事
が
所
得
税
率
の
所

得
レ
ベ
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
フ
ラ
ッ

ト
化
を
主
張
し
反
発
を
招
い
た
こ
と

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

  

世
論
は
二
大
政
党
に
よ
る
大
連
立

を
支
持 

 

選
挙
結
果
を
受
け
て
各
党
の
連
立

協
議
が
始
ま
っ
た
が
、
九
月
末
時
点

で
は
、
新
政
権
樹
立
へ
向
け
て
の
具

体
的
な
合
意
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ

Ｓ
Ｕ
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
二
大
政
党
が
政
権

を
担
う
「
大
連
立
」
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
緑

の
党
の
こ
れ
ま
で
の
与
党
に
Ｆ
Ｄ
Ｐ

を
加
え
た
「
信
号
連
立
」
（
各
党
の

イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た

呼
称
）
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
Ｆ
Ｄ

Ｐ
の
組
み
合
わ
せ
に
緑
の
党
を
加
え

た
「
ジ
ャ
マ
イ
カ
連
立
」
（
各
党
の

イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
が
ジ
ャ
マ
イ
カ
国

旗
を
構
成
す
る
色
と
同
じ
）
な
ど
が

検
討
さ
れ
た
が
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
、

緑
の
党
は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
の
政
策

と
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、
歩
み
寄

り
は
困
難
な
情
勢
だ
。
世
論
で
は
大

連
立
へ
の
支
持
が
多
く
、
シ
ュ
レ
ー

ダ
ー
首
相
の
続
投
を
求
め
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ

と
メ
ル
ケ
ル
氏
を
首
班
と
す
る
政
権

を
主
張
す
る
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
は
、

九
月
二
八
日
ま
で
に
二
回
の
協
議
を

重
ね
て
お
り
、
さ
ら
に
協
議
を
続
け

る
予
定
だ
。 

  

労
働
側
は
結
果
に
一
定
の
評
価 

 
Ｄ
Ｇ
Ｂ
は
機
関
紙
で
、
勝
敗
の
は

っ
き
り
し
な
か
っ
た
今
回
の
選
挙
結

果
に
つ
い
て
「
労
働
組
合
は
そ
れ
で

も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
評
価
し
て
い
る
」

と
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
ゾ
マ
ー
会

長
は
、
有
権
者
は
「
黒
―
黄
連
合
（
Ｃ

Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
Ｆ
Ｄ
Ｐ
を
示
す
）

が
計
画
し
た
労
働
協
約
自
治
へ
の
介

入
、
解
雇
保
護
法
の
緩
和
や
企
業
別

労
働
条
件
決
定
の
拡
大
な
ど
に
明
白

な
拒
絶
を
示
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。 

　
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
も
機
関
紙
で
同
様
の

見
解
を
示
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
シ

ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
が
進
め
て
き
た
労

働
市
場
改
革
（
ハ
ル
ツ
改
革
）
お
よ

び
総
合
的
な
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ア

ジ
ェ
ン
ダ
二
〇
一
〇
）
に
つ
い
て
も
、

失
業
問
題
な
ど
「
根
本
的
な
問
題
を

解
決
し
て
い
な
い
」
と
批
判
し
て
い

る
。 

　
一
方
経
営
側
か
ら
は
、
構
造
改
革

促
進
を
求
め
て
連
立
協
議
の
行
方
を

注
目
す
る
発
言
が
出
て
い
る
。
Ｂ
Ｄ

Ａ
（
ド
イ
ツ
使
用
者
連
盟
）
の
ゲ
ー

ナ
ー
事
務
局
長
は
テ
レ
ビ
番
組
で
「
新

政
権
の
組
み
立
て
が
た
い
へ
ん
困
難

な
状
況
だ
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
「
わ

れ
わ
れ
が
下
り
坂
に
と
ど
ま
ら
ず
職

場
の
喪
失
を
続
け
な
い
た
め
に
、
誰

が
成
長
の
た
め
の
構
造
改
革
を
担
い

必
要
な
制
度
変
革
を
も
た
ら
す
の
か

が
問
題
に
な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。               

（
注
）
ド
レ
ス
デ
ン
Ⅰ
地
区
の
投
票

結
果
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
候
補
が
三
七
・

一
％
の
票
を
得
て
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
候
補

（
得
票
三
二
・
一
％
）
ら
を
抑
え
て

議
席
を
獲
得
し
た
。
こ
の
結
果
、
Ｃ

Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
の
全
体
の
議
席
数
は

二
二
六
議
席
と
な
っ
た
。
他
の
政
党

に
変
動
は
な
い
。 

（
国
際
研
究
部
・
主
任
調
査
員
　 

 

吉
田
和
央
） 

  

ス
ペ
イ
ン
／
自
動
車
部
門
で

再
び
生
産
拠
点
の
海
外
移
転

の
動
き 

 
数
年
前
か
ら
企
業
が
生
産
拠
点
を

海
外
に
移
転
す
る
動
き
が
目
立
ち
始

め
た
ス
ペ
イ
ン
。
産
業
の
国
外
流
出

と
雇
用
へ
の
影
響
に
対
す
る
危
機
感

が
高
ま
り
を
み
せ
る
な
か
、
二
〇
〇

五
年
九
月
に
は
、
オ
ペ
ル
を
傘
下
に

持
つ
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
が
、

フ
ィ
ゲ
ル
エ
ラ
ス
（
ア
ラ
ゴ
ン
州
）

工
場
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
工
場
に
、
生

産
の
一
部
を
移
す
計
画
が
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。 

  

Ｇ
Ｍ
が
大
規
模
な
雇
用
調
整
を
実

施 

 

二
〇
〇
四
年
、
オ
ペ
ル
を
傘
下
に

持
つ
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
は
、

ア
ラ
ゴ
ン
州
の
州
都
サ
ラ
ゴ
サ
市
近

郊
の
フ
ィ
ゲ
ル
エ
ラ
ス
工
場
に
対
し
、

六
〇
〇
人
以
上
の
雇
用
調
整
を
決
定

し
た
。
八
五
〇
〇
人
の
労
働
者
を
抱

え
、
州
経
済
の
牽
引
力
と
な
っ
て
い

る
同
工
場
で
の
大
量
解
雇
は
、
地
元

住
民
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
さ

ら
に
二
〇
〇
五
年
九
月
、
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
モ
ー
タ
ー
ズ
は
、
同
工
場
の
生
産

の
一
部
を
二
〇
〇
九
年
以
降
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
工
場
に
移
転
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（
注
）。 

 

ポ
ー
ラ
ン
ド
工
場
の
賃
金
は
、
フ

ィ
ゲ
ル
エ
ラ
ス
工
場
の
三
分
の
一
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
工
場
へ
の
生
産
移
転
が

実
現
す
れ
ば
、
労
働
費
用
は
、
年
間

一
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
も
低
く
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
一
方

で
、
フ
ィ
ゲ
ル
エ
ラ
ス
工
場
の
お
よ

そ
三
〇
〇
〇
人
の
労
働
者
に
加
え
、

近
隣
の
周
辺
産
業
の
雇
用
も
、
大
き

な
影
響
を
受
け
る
と
予
想
さ
れ
る
。

最
終
的
に
は
、
全
部
で
五
〇
〇
〇
人

の
雇
用
破
壊
に
繋
が
る
と
み
ら
れ
て

い
る
。 

  

経
営
側
は
コ
ス
ト
削
減
策
を
提
示 

 

こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
、

ス
ペ
イ
ン
オ
ペ
ル
の
経
営
側
は
、
二

〇
〇
五
年
九
月
一
三
日
、
労
働
者
側

に
コ
ス
ト
削
減
プ
ラ
ン
を
提
示
し
、

交
渉
に
入
っ
た
。
同
プ
ラ
ン
の
内
容

は
、
①
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
五

年
ま
で
の
間
、
賃
金
そ
の
他
の
賞
与

全
て
の
上
昇
率
を
、
消
費
者
物
価
指

数
の
半
分
未
満
に
抑
え
る
、
②
休
憩

時
間
の
短
縮
、
③
二
〇
〇
六
年
か
ら

年
間
労
働
日
数
を
一
五
日
増
や
す
（
賃

金
は
時
間
外
労
働
扱
い
と
し
な
い
）

―
―
等
で
あ
る
。
工
場
の
労
組
代
表

は
、
こ
の
プ
ラ
ン
を
「
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
二
〇
〇

七
年
ま
で
効
力
を
も
つ
現
在
の
労
働

協
約
の
尊
重
を
条
件
に
、
交
渉
す
る

姿
勢
を
示
し
て
い
る
。 

　
ス
ペ
イ
ン
の
労
働
費
用
は
、
拡
大

前
の
旧
Ｅ
Ｕ
一
五
カ
国
の
中
で
は
比

較
的
低
い
。
し
か
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

や
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

チ
ェ
コ
と
い
っ
た
東
欧
の
新
規
加
盟

諸
国
に
比
べ
る
と
、
三
倍
も
し
く
は

そ
れ
以
上
に
な
る
。
こ
の
差
を
補
う

競
争
上
の
メ
リ
ッ
ト
を
ス
ペ
イ
ン
が

提
供
で
き
な
け
れ
ば
、
今
回
の
オ
ペ

ル
の
例
に
限
ら
ず
、
産
業
の
国
外
流

出
の
動
き
は
、
今
後
も
止
め
ら
れ
な

い
で
あ
ろ
う
。 

　
フ
ィ
ゲ
ル
エ
ラ
ス
工
場
の
生
産
移

転
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
五
年
一
一

月
に
決
定
す
る
予
定
。
労
使
の
交
渉

の
行
方
が
注
目
さ
れ
る
。 

（
注
）
現
在
、
フ
ィ
ゲ
ル
エ
ラ
ス
工

場
で
は
、
オ
ペ
ル
のM

eriva

とC
or-

sa

の
両
モ
デ
ル
が
、
五
〇
％
ず
つ
の

割
合
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の

計
画
は
、
二
〇
〇
九
年
以
降
のM

er-
via

の
次
世
代
モ
デ
ル
を
ポ
ー
ラ
ン

ド
工
場
で
生
産
す
る
と
い
う
も
の
。 

（
国
際
研
究
部
　
町
田
敦
子
） 

  

Ｅ
Ｕ
／
二
〇
〇
四
年
の
Ｅ
Ｕ

二
五
カ
国
の
就
業
率
は
、
六

三
・
三
％ 

　
欧
州
統
計
局
が
九
月
八
日
に
発
表

し
た
二
〇
〇
四
年
労
働
力
調
査
に
よ

る
と
、
二
〇
〇
四
年
の
欧
州
連
合
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Ｕ
）
二
五
カ
国
に
お
け
る
一
五
歳
以

上
の
就
業
者
数
は
一
億
九
四
五
一
万

人
（
二
〇
〇
三
年
、
一
億
九
二
八
一

万
人
）
で
あ
り
、
男
性
が
一
億
八
八

九
万
人（
同
一
億
八
六
五
万
人
）、
女

性
が
八
五
六
二
万
人
（
同
八
四
一
六

万
人
）
で
あ
っ
た
。
一
五
歳
か
ら
六

四
歳
ま
で
の
合
計
の
就
業
率
は
六
三
・

三
％
（
二
〇
〇
三
年
、
六
三
・
〇
％
）

で
あ
り
、
男
性
が
七
〇
・
九
％
（
同

七
〇
・
九
％
）、
女
性
が
五
五
・
七

％
（
同
五
五
・
一
％
）
と
な
っ
た
。

高
齢
者
層
（
五
五
〜
六
四
歳
）
の
就

業
率
は
四
一
・
〇
％
（
二
〇
〇
三
年
、

四
〇
・
二
％
）
で
あ
り
、
男
性
が
五

〇
・
七
％
（
同
五
〇
・
三
％
）、
女

性
が
三
一
・
七
％
（
同
三
〇
・
七
％
）

で
あ
っ
た
。 

　
Ｅ
Ｕ
は
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
、
就

業
率
を
全
体
七
〇
％
（
一
五
〜
六
四

歳
層
）、
女
性
六
〇
％
（
同
）、
高
齢

者
（
五
五
〜
六
四
歳
層
）
五
〇
％
と

す
る
長
期
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。 

　
就
業
率
が
高
い
の
は
、
デ
ン
マ
ー

ク
（
七
五
・
七
％
）、
オ
ラ
ン
ダ
（
七

三
・
一
％
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
七

二
・
一
％
）、
イ
ギ
リ
ス
（
七
一
・

六
％
）
で
あ
り
、
就
業
率
が
低
い
の

は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
五
一
・
七
％
）、

マ
ル
タ
（
五
四
・
一
％
）、
ハ
ン
ガ

リ
ー
（
五
六
・
八
％
）、
ス
ロ
ヴ
ァ

キ
ア
（
五
七
・
〇
％
）
で
あ
る
。 

　
女
性
の
就
業
率
は
、
デ
ン
マ
ー
ク

（
七
一
・
六
％
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

（
七
〇
・
五
％
）
が
高
く
、
マ
ル
タ

（
三
二
・
八
％
）、
イ
タ
リ
ア
及
び

ギ
リ
シ
ャ
（
四
五
・
二
％
）
が
低
い
。 

　
高
齢
者
層
（
五
五
〜
六
四
歳
）
の

就
業
率
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
六
九
・

一
％
）、
デ
ン
マ
ー
ク
（
六
〇
・
三

％
）、
イ
ギ
リ
ス
（
五
六
・
二
％
）、

エ
ス
ト
ニ
ア
（
五
二
・
四
％
）、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
（
五
〇
・
九
％
）、
ポ

ル
ト
ガ
ル
（
五
〇
・
三
％
）
が
高
く
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
（
二
六
・
二
％
）、
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
（
二
六
・
八
％
）、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
（
二
八
・
八
％
）、
ス

ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
（
二
九
・
〇
％
）
が
低

い
。 

 

Ｅ
Ｕ
二
五
カ
国
平
均
の
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
の
就
業
率
は
一
〇
・
九

％
で
あ
り
、
女
性
が
一
七
・
二
％
、

男
性
が
四
・
五
％
で
あ
っ
た
。 

　
Ｅ
Ｕ
二
五
カ
国
平
均
の
有
期
雇
用

契
約
労
働
者
の
割
合
は
一
三
・
七
％

で
あ
り
、
女
性
が
一
四
・
四
％
、
男

性
が
一
三
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。 

【
出
所
】
欧
州
統
計
局
（
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ｏ

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
） 

（
国
際
研
究
部
　
大
島
秀
之
） 

  

中
国
／
若
年
失
業
と
パ
ラ
サ

イ
ト
族 

　
中
国
労
働
社
会
保
障
部
は
、
八
月

に
二
〇
〇
五
年
上
期
の
全
国
都
市
部

に
お
け
る
就
業
と
再
就
業
の
情
勢
報

告
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

都
市
部
で
は
五
九
五
万
人
が
新
た
に

就
職
、
国
有
企
業
な
ど
の
リ
ス
ト
ラ

労
働
者
で
あ
る
下
崗
失
業
者
に
つ
い

て
も
二
五
八
万
人
が
就
業
を
実
現
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
技
能
を
身
に
つ

け
て
い
な
い
た
め
再
就
職
が
困
難
と

い
わ
れ
て
い
る
「
四
〇
五
〇
」
世
代

に
お
い
て
も
六
六
万
人
が
再
就
職
を

実
現
す
る
な
ど
年
度
目
標
を
順
調
に

達
成
し
て
い
る
。
六
月
末
時
点
の
全

国
都
市
失
業
者
数
は
八
三
二
万
人
、

登
録
失
業
率
は
四
・
二
％
で
昨
年
と

同
水
準
で
あ
る
。 

  

深
刻
化
す
る
若
年
失
業
問
題 

 

こ
の
よ
う
に
順
調
に
労
働
市
場
政

策
を
実
現
す
る
中
国
で
あ
る
が
、
こ

こ
数
年
、
若
者
の
失
業
問
題
が
深
刻

化
の
傾
向
に
あ
る
。
全
国
青
年
連
合

会
と
労
働
社
会
保
障
部
が
今
年
五
月

に
発
表
し
た
「
中
国
第
一
回
青
年
就

業
状
況
調
査
報
告
」
に
よ
る
と
、
一

五
歳
か
ら
二
九
歳
ま
で
若
者
の
失
業

率
は
九
％
で
、
都
市
部
平
均
失
業
率

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
二
〇
〇

二
年
以
来
若
者
が
失
業
者
に
占
め
る

割
合
は
、
国
有
企
業
離
職
者
が
五
・

八
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
一
八
・

八
％
を
占
め
る
な
ど
ゆ
っ
く
り
と
上

昇
し
て
お
り
、
二
〇
歳
代
、
三
〇
歳

代
の
若
者
の
就
職
問
題
は
社
会
問
題

と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
原
因
に
は
、

増
加
す
る
大
学
卒
業
者
な
ど
高
学
歴
、

高
技
能
者
の
労
働
市
場
の
需
給
ミ
ス

マ
ッ
チ
に
よ
る
就
職
難
と
い
う
問
題

に
加
え
、
「
傍
老
族
」
の
存
在
が
指

摘
さ
れ
る
。 

  

高
い
失
業
の
背
景
に
パ
ラ
サ
イ
ト

族
が 

 

「
傍
老
族
」
と
は
、
成
人
し
て
い

て
、
生
活
す
る
能
力
は
あ
る
の
に
い

つ
ま
で
も
親
の
そ
ば
に
い
て
乳
離
れ

で
き
な
い
グ
ル
ー
プ
、
い
わ
ゆ
る
「
パ

ラ
サ
イ
ト
族
」
の
こ
と
で
あ
る
。
一

九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
生
ま

れ
、
ほ
と
ん
ど
が
一
人
っ
子
か
末
っ

子
で
父
母
に
過
保
護
に
育
て
ら
れ
た

者
た
ち
で
あ
る
。
高
学
歴
で
あ
る
が
、

試
験
対
応
型
の
教
育
モ
デ
ル
の
下
で

成
長
し
た
た
め
職
業
技
能
を
特
に
も

た
な
い
。
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
、

何
を
し
た
い
の
か
明
確
な
目
的
を
持

た
な
い
若
者
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ

と
が
社
会
科
学
院
の
研
究
調
査
な
ど

EU25カ国 
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チェコ 
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ドイツ 
エストニア 
ギリシャ 
スペイン 
フランス 
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注：括弧内の数字は、サンプル数が少ないため、信頼性の低いデータ。　出所：欧州統計局（EUROSTAT） 

就業者数（15歳以上） （千人、％） 全体（15～64歳）の 
就業率 

高齢者層（55～ 
64歳）の就業率 

パートタイム労働者 
（15～64歳）の就業率 

有期契約労働者（15歳 
以上）の割合（％） 

194,514 
 4,139 
 4,691 
 2,738 
 35,841 
 596 
 4,313 
 17,971 
 24,380 
 1,865 
 22,404 
 340 
 1,018 
 1,433 
 186 
 3,900 
 148 
 8,106 
 3,744 
 13,794 
 5,123 
 943 
 2,168 
 2,365 
 4,290 
 28,020

108,892 
 2,354 
 2,647 
 1,464 
 19,723 
 299 
 2,671 
 10,934 
 13,173 
 1,080 
 13,622 
 192 
 521 
 732 
 111 
 2,117 
 103 
 4,513 
 2,062 
 7,565 
 2,784 
 513 
 1,191 
 1,229 
 2,234 
 15,057

85,622 
 1,785 
 2,044 
 1,274 
 16,118 
 296 
 1,642 
 7,037 
 11,207 
 785 
 8,783 
 147 
 497 
 701 
 76 

 1,783 
 45 

 3,592 
 1,682 
 6,229 
 2,339 
 430 
 977 
 1,136 
 2,056 
 12,963

63.3 
 60.3 
 64.2 
 75.7 
 65.0 
 63.0 
 59.4 
 61.1 
 63.1 
 66.3 
 57.6 
 68.9 
 62.3 
 61.2 
 61.6 
 56.8 
 54.1 
 73.1 
 67.8 
 51.7 
 67.8 
 65.3 
 57.0 
 67.6 
 72.1 
 71.6

70.9 
 67.9 
 72.3 
 79.7 
 70.8 
 66.4 
 73.7 
 73.8 
 69.0 
 75.9 
 70.1 
 79.8 
 66.4 
 64.7 
 72.4 
 63.1 
 75.2 
 80.2 
 74.9 
 57.2 
 74.2 
 70.0 
 63.2 
 69.7 
 73.6 
 77.8

55.7 
 52.6 
 56.0 
 71.6 
 59.2 
 60.0 
 45.2 
 48.3 
 57.4 
 56.5 
 45.2 
 58.7 
 58.5 
 57.8 
 50.6 
 50.7 
 32.8 
 65.8 
 60.7 
 46.2 
 61.7 
 60.5 
 50.9 
 65.6 
 70.5 
 65.6

41.0 
 30.0 
 42.7 
 60.3 
 41.8 
 52.4 
 39.4 
 41.3 
 37.3 
 49.5 
 30.5 
 49.9 
 47.9 
 47.1 
 30.8 
 31.1 
 30.9 
 45.2 
 28.8 
 26.2 
 50.3 
 29.0 
 26.8 
 50.9 
 69.1 
 56.2

50.7 
 39.1 
 57.2 
 67.3 
 50.7 
 56.4 
 56.4 
 58.9 
 41.0 
 65.0 
 42.2 
 70.8 
 55.8 
 57.6 
 38.5 
 38.4 
 52.2 
 56.9 
 38.9 
 34.1 
 59.1 
 40.9 
 43.8 
 51.4 
 71.2 
 65.7

31.7 
 21.1 
 29.4 
 53.3 
 33.0 
 49.4 
 24.0 
 24.6 
 33.8 
 33.7 
 19.6 
 30.0 
 41.9 
 39.3 
 22.9 
 25.0 
（11.4） 
 33.4 
 19.3 
 19.4 
 42.5 
 17.8 
 12.6 
 50.4 
 67.0 
 47.0

10.9 
 12.8 
 2.8 
 16.3 
 14.0 
 4.4 
 2.6 
 5.3 
 10.4 
 10.9 
 7.2 
 5.2 
 6.0 
 5.1 
 10.9 
 2.5 
 4.5 
 33.0 
 13.4 
 5.1 
 5.6 
 5.2 
 1.4 
 8.9 
 16.4 
 17.8

4.5 
 4.5 
 1.2 
 8.9 
 4.1 
 3.2 
 1.5 
 2.0 
 3.5 
 4.3 
 3.1 
 2.6 
 4.7 
 4.1 
 1.6 
 1.9 
 2.8 
 17.3 
 3.5 
 4.1 
 2.9 
 4.5 
 0.8 
 5.9 
 8.0 
 7.1

17.2 
 21.3 
 4.3 
 23.8 
 24.1 
 5.4 
 3.7 
 8.6 
 17.2 
 17.6 
 11.3 
 7.6 
 7.2 
 5.9 
 20.4 
 3.1 
 6.3 
 49.1 
 23.3 
 6.0 
 8.2 
 5.8 
 2.0 
 12.0 
 25.2 
 28.3

13.7 
 8.7 
 9.1 
 9.5 
 12.6 
 2.6 
 11.9 
 32.5 
 12.9 
 4.1 
 11.8 
 12.9 
 9.5 
 6.3 
 4.9 
 6.8 
 3.9 
 14.8 
 9.6 
 22.7 
 19.8 
 17.8 
 5.5 
 16.1 
 15.5 
 6.0

13.2 
 6.4 
 7.8 
 8.7 
 12.8 
 3.5 
 10.5 
 30.6 
 11.8 
 3.7 
 9.9 
 8.5 
 11.6 
 8.7 
 4.1 
 7.5 
（3.0） 
 13.4 
 10.2 
 23.7 
 18.7 
 16.7 
 6.0 
 12.6 
 13.5 
 5.5

14.4 
 11.7 
 10.7 
 10.3 
 12.3 
 1.8 
 14.0 
 35.2 
 14.0 
 4.6 
 14.5 
 17.7 
 7.3 
 3.9 
 6.0 
 6.1 
（5.8） 
 16.5 
 9.0 
 21.5 
 21.1 
 19.1 
 5.1 
 19.5 
 17.5 
 6.5

EUの就業率（全体、高齢者層、パートタイム労働者)、有期契約労働者の割合（2004年） 
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か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
グ
ル

ー
プ
は
、
働
か
な
く
て
も
両
親
が
比

較
的
裕
福
で
基
本
的
生
活
を
支
え
る

だ
け
の
力
が
あ
る
た
め
、
父
母
の
庇

護
の
下
に
居
続
け
る
の
で
あ
る
。
中

国
で
は
他
に
も
、
定
職
に
就
か
な
い

若
者
に
、
仕
事
を
し
て
い
な
い
の
に

自
家
用
車
を
運
転
し
、
い
く
つ
も
の

家
に
住
む
新
「
貴
族
」
と
も
い
え
る

「
瓦
の
か
け
ら
を
食
べ
て
い
る
」（
吃

瓦
片
）
者
た
ち
と
よ
ば
れ
る
若
者
の

存
在
や
、
父
母
の
そ
ば
で
経
済
的
栄

養
を
享
受
す
る
、
い
わ
ば
「
薬
を
飲

ん
で
暮
ら
す
」（
吃
葯
片
）
と
形
容
さ

れ
る
若
者
の
存
在
が
あ
る
。
ま
た
、

親
が
そ
れ
ほ
ど
裕
福
で
な
く
、
専
門

学
校
卒
の
若
者
の
中
に
も
、
自
分
の

故
郷
や
就
職
口
の
あ
る
小
さ
な
都
市

や
町
に
暮
ら
す
こ
と
を
好
ま
ず
、
大

中
都
市
を
「
漂
流
」
す
る
若
者
が
増

え
て
い
る
。 

  

理
想
を
追
い
求
め
る
高
学
歴
層 

 

か
つ
て
中
国
の
新
卒
市
場
で
は
、

一
定
の
学
歴
が
あ
れ
ば
採
用
が
容
易

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
で
は
、

市
場
競
争
が
激
化
し
、
技
能
や
関
連

す
る
職
務
経
験
を
募
集
の
必
要
条
件

と
す
る
な
ど
重
視
す
る
企
業
が
増
え

て
い
る
。
若
者
に
仕
事
が
な
い
の
は
、

学
歴
の
高
い
者
ほ
ど
就
職
に
高
い
期

待
を
抱
き
、
彼
ら
が
満
足
の
行
く
仕

事
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

ら
で
あ
る
。
生
活
上
の
圧
力
が
な
い

限
り
、
安
易
に
就
職
せ
ず
、
理
想
の

仕
事
に
就
く
た
め
、
研
修
を
受
け
、

技
能
を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

　
中
国
に
お
い
て
も
、
経
済
が
発
展

し
、
生
活
が
豊
か
に
な
る
こ
と
で
、

パ
ラ
サ
イ
ト
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
ニ
ー

ト
と
い
っ
た
、
日
本
と
同
様
の
若
者

を
め
ぐ
る
問
題
が
大
都
市
を
中
心
に

顕
在
化
し
て
い
る
。 

 

中
国
の
労
働
市
場
政
策
は
、
持
続

的
発
展
の
た
め
、
従
来
の
「
四
○
五

○
」
世
代
の
問
題
に
加
え
、
将
来
を

支
え
る
「
二
○
三
○
」
世
代
を
対
象

と
し
た
教
育
、
職
業
訓
練
、
職
業
需

給
制
度
の
見
直
し
等
若
年
雇
用
者
を

適
切
な
職
業
選
択
に
導
く
た
め
、
次

世
代
育
成
支
援
へ
向
け
た
検
討
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。 

（
国
際
研
究
部
・
主
任
調
査
員
　
　 

 

野
村
か
す
み
） 

  

タ
イ
／
台
湾
の
タ
イ
人
出
稼

ぎ
労
働
者
、
労
働
環
境
な
ど

を
理
由
に
暴
動 

　
八
月
二
一
日
未
明
、
台
湾
南
部
の

高
雄
市
に
お
い
て
、
出
稼
ぎ
労
働
者

と
し
て
滞
在
し
て
い
た
タ
イ
人
労
働

者
約
三
〇
〇
人
が
、
労
働
条
件
と
生

活
水
準
へ
の
不
満
か
ら
暴
動
を
起
こ

し
た
。 

  

台
湾
は
人
気
渡
航
先 

 

タ
イ
か
ら
台
湾
へ
の
出
稼
ぎ
は
一

九
八
〇
年
代
頃
か
ら
始
ま
っ
た
。
現

在
海
外
で
働
く
タ
イ
人
は
登
録
済
み

労
働
者
で
約
五
五
万
人
、
不
法
就
労

者
を
含
め
る
と
約
一
〇
〇
万
人
程
度

と
み
ら
れ
て
い
る
。
海
外
出
稼
ぎ
が

始
ま
っ
た
当
初
の
一
九
八
〇
年
代
は

中
東
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
へ
の
渡
航

者
が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
一
九
九
一

年
の
湾
岸
戦
争
以
後
は
、
中
東
を
忌

避
し
た
労
働
者
に
と
っ
て
台
湾
が
人

気
渡
航
国
と
な
っ
て
い
た
。
現
在
台

湾
で
働
く
外
国
人
労
働
者
は
約
三
〇

万
人
、
そ
の
う
ち
タ
イ
人
労
働
者
は

三
分
一
を
占
め
る
約
一
〇
万
人
と
さ

れ
る
。
当
地
で
は
こ
れ
ま
で
外
国
人

労
働
者
に
関
し
て
の
大
き
な
事
件
が

な
か
っ
た
た
め
、
現
地
住
民
お
よ
び

タ
イ
・
台
湾
の
労
働
関
係
者
は
こ
の

事
態
を
深
刻
に
受
け
止
め
て
い
る
。 

  
給
与
の
支
払
い
方
法
な
ど
に
不
満 

 

暴
動
が
起
こ
っ
た
の
は
高
雄
市
内

に
あ
る
高
雄
高
速
交
通
社
。
二
一
日

深
夜
に
タ
イ
人
労
働
者
が
飲
酒
、
騒

音
を
立
て
な
が
ら
賭
け
事
を
行
っ
て

い
た
こ
と
に
対
し
て
、
同
社
の
警
備

員
が
注
意
を
し
た
と
こ
ろ
、
労
働
者

が
警
備
員
に
襲
い
か
か
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
暴
動
が
起
き
、
社
内
設

備
約
一
〇
〇
億
バ
ー
ツ
相
当
が
破
損

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

　
こ
の
事
件
で
現
地
警
察
お
よ
び
消

防
署
が
出
動
、
さ
ら
に
タ
イ
貿
易
経

済
局
（
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｏ
）
の
マ
ノ
チ
ャ
イ

副
局
長
、
台
北
と
高
雄
の
タ
イ
労
働

局
の
担
当
者
が
駆
け
つ
け
、
経
営
者

と
労
働
者
の
仲
介
を
行
っ
た
。
こ
の

結
果
、
二
二
日
の
昼
に
は
混
乱
は
収

ま
っ
た
と
い
う
。
タ
イ
人
労
働
者
ら

は
、
経
営
者
側
が
定
め
た
規
則
―
特

に
飲
酒
・
喫
煙
・
賭
け
事
・
携
帯
電

話
の
禁
止
に
対
し
て
強
い
不
満
を
持

っ
て
い
た
。
給
与
の
支
払
い
方
式
に

関
し
て
も
、
経
営
側
が
給
与
の
半
額

を
現
金
支
給
、
残
り
は
ク
ー
ポ
ン
で

の
支
給
を
し
て
い
た
こ
と
に
改
善
を

求
め
て
い
た
。 

　
今
回
の
交
渉
に
よ
っ
て
経
営
側
は
、

労
働
者
か
ら
没
収
し
て
い
た
携
帯
電

話
の
返
却
と
、
給
与
の
全
額
現
金
支

給
、
住
宅
か
ら
現
場
ま
で
の
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
の
運
行
な
ど
を
約
束
し
た
と

い
う
。
同
社
に
は
現
在
タ
イ
人
労
働

者
が
二
〇
二
五
人
勤
務
し
て
お
り
、

主
に
台
湾
南
部
の
地
下
鉄
建
設
工
事

に
従
事
し
て
い
た
。 

  

出
稼
ぎ
非
熟
練
労
働
者
に
警
告 

 

タ
イ
の
タ
ク
シ
ン
首
相
は
こ
の
暴

動
に
関
連
し
て
、
海
外
出
稼
ぎ
非
熟

練
労
働
者
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
発

表
し
た
。
首
相
は
、
海
外
出
稼
ぎ
に

伴
う
経
営
者
側
の
不
当
な
条
件
や
、

労
働
者
の
脆
弱
性
を
指
摘
。
出
稼
ぎ

ブ
ロ
ー
カ
ー
が
謳
う
高
い
給
与
は
、

高
い
技
能
を
持
っ
た
も
の
に
限
ら
れ

て
い
る
と
警
告
し
て
い
る
。
一
方
、

タ
イ
経
済
が
好
調
な
こ
と
を
背
景
に
、

国
内
の
労
働
需
要
も
増
加
し
て
お
り
、

特
に
東
部
工
業
地
域
（
イ
ー
ス
タ
ン
・

シ
ー
ボ
ー
ド
）
で
は
三
万
人
以
上
の

求
人
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
非
熟
練

労
働
者
は
国
内
で
就
業
し
た
方
が
有

利
」
と
述
べ
た
。 

　
一
方
ソ
ム
サ
ッ
ク
労
働
大
臣
は
、

今
回
の
暴
動
を
、
台
湾
に
お
け
る
労

働
者
の
権
利
剥
奪
の
氷
山
の
一
角
と

見
て
お
り
、
台
湾
国
内
の
労
働
者
の

労
働
環
境
へ
の
調
査
を
さ
ら
に
進
め

る
と
と
も
に
、
他
国
で
も
同
様
の
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
台
湾
で
の
調
査
に
は
、
国
内
の

三
社
に
調
査
お
よ
び
労
働
者
の
保
護

問
題
の
解
決
を
委
託
し
た
。
台
湾
に

お
け
る
タ
イ
人
労
働
者
の
調
査
を
長

年
実
施
し
て
き
た
ア
ジ
ア
労
働
移
動

研
究
セ
ン
タ
ー
の
サ
マ
ー
ン
研
究
員

に
よ
る
と
、
経
営
者
が
賃
金
と
人
権

の
面
で
タ
イ
人
労
働
者
と
の
雇
用
契

約
を
違
反
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い

と
い
う
。 

  

台
湾
側
が
謝
罪 

 

台
湾
の
ル
ー
副
大
統
領
は
二
四
日

、

Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｏ
に
対
し
て
、
今
回
の
騒
動

に
関
し
て
経
営
者
側
が
タ
イ
人
労
働

者
に
対
し
て
不
当
な
扱
い
を
し
て
い

た
こ
と
に
謝
罪
の
意
を
表
し
た
。
ル

ー
副
大
統
領
は
、
現
地
を
視
察
し
、

多
く
の
労
働
者
が
不
適
切
に
狭
い
部

屋
に
押
し
込
め
ら
れ
、
ト
イ
レ
や
衛

生
設
備
な
ど
が
極
端
に
不
足
し
て
い

る
状
況
や
、
労
働
者
が
時
折
、
現
場

監
督
か
ら
電
気
バ
ト
ン
で
虐
待
を
受

け
て
い
た
と
い
う
報
告
を
受
け
た
と

い
う
。
同
様
に
、
高
雄
市
市
長
も
今

回
の
事
件
に
対
し
て
、
謝
罪
す
る
と

と
も
に
、
市
長
の
任
期
中
に
外
国
人

労
働
者
の
待
遇
改
善
に
全
力
で
取
り

組
む
と
述
べ
て
い
る
。 

（
国
際
研
究
部
） 


